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論文審査は、 1 月 22 日(日) 13 時から、主査・渡部信一教授、熊井正之教授、および中島平准
教授を審査員として実施された。最初に植木哲也氏本人から 20 分の本論文の内容に関しての説明









1 月 7 日(士)に行われた予備審査では、誤字脱字や数カ所の不適切な表現の修正が求められ他、
「知識」と「情報」の関係をもっと詳しく説明すること、そして第 1 部の理論と第 2 部の事例研
究の関連をもっと詳しく解説することを求めた。本審査会では、この 3 点、が適切に修正・加筆さ
れていることを確認した。
本論文は、知識を主体と主体との関係の中にとらえ直し、新たな視点から知識の社会的作用を
明らかにしている点で大変高く評価できる。本論文で取り上げられた事例は 1 例に限られており、
今後複数の具体的事例における検証が必要ではあるが、現時点においても十分博士論文としての
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基準を超えているとの 3 審査員の一致した意見を得た。
よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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